
　新年度が始まり，診療報酬改訂，介護保険法の改正など地域包括ケアシステムの推進に
向けての対策に翻弄されているばかりではなく，新人職員あるいは新入生の受け入れと対
応にお忙しいことと想像します．迎え入れる先輩理学療法士の皆様におかれましては，多
忙を理由に新人・新入生の教育を怠らず，わが国における 2025 年以降の課題を担う方へ，
われわれの技術を伝承していきたいものです．
　さて今月号の特集は「理学療法実践に役立つコミュニケーション技術」です．コミュニ
ケーション技術は古いようで新しいテーマで，いま社会においていっそう重要視されてい
る専門技術ではないでしょうか？　「元々苦手だから」ではなく，技術として修練していく，
修練できる，苦手な人も獲得できる技術であることを，ぜひとも本特集からつかんでくだ
さい．
　久保論文では，理学療法にも通じる心身医療，すなわち患者を「病を持った人間」とし
て捉え，身体的・心理的・社会的・実存的な面から統合的に理解し治療していく全人的医
療の視点から面接療法について論じていただきました．面接自体が技術である本質に触れ
られる，大変興味深い内容です．内論文は，理学療法士が最初に行う重要な問診技術につ
いて詳細に解説していただきました．山口論文では，多職種協働のなかで役立つ理学療法
士のコミュニケーション技術について，現場のインタビュー結果も交え，具体的なコミュ
ニケーション技術とピットフォールも含めて大変わかりやすく解説していただきました．
鯨岡論文では，理学療法場面で重要な技能である患者の動機づけを向上させる実践的なコ
ミュニケーション技術を，その考え方とともに解説していただきました．片田論文では，
通常診療における患者に対する医療面接，同職種間や他職種に対するプレゼンテーション
（症例提示）や他専門職へのコンサルテーションの概念・技術について事例を交えて解説し
ていただきました． いずれも大変実践的であり，読者の皆さんが明日から即実行できるバ
イブルになると思います．ぜひ，“おしゃべり”ではない，本物の患者指向のコミュニケー
ション技術で理学療法効果を高められる理学療法士をめざしてください．
　今月号より新連載として「新たな 50 年に向けて　いま伝えたいこと」を開始しました．第 
1 回は福屋靖子先生です．お変わりのないお顔を拝見し，福屋先生はお忘れになられてい
るかもしれませんが，お世話になったことがある小生としてはうれしくなりました．また，
常に理学療法士として新たなキャリアを率先してこられた先生が伝えたいこととして結ば
れた「医師に育ててもらった恩に報いる意味でも，今度は私たちがソーシャルワーカーや
ケアマネジャー，介護福祉士を支援していく番だと思います」との言葉は，最先端の教え
にも聞こえ，心に沁みました．地域包括ケアシステムの推進における理学療法士の役割を
ご示唆いただいた思いです．覚悟を決めなければいけません．
　さあ，新たな年度の始まりです．新たな 50 年に向けて，新しいキャリアを自ら形成す
る始まりの年にしてください． （斉藤秀之）
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